
左岸 （28.0 km　塩見渡橋直下）付近

令和　　６年　９月　１２日　　　１４時　００分頃発 生 ・ 発 見 日 時

　天竜川　28.0km　塩見渡橋　直下付近を見学しました。

　天竜川本流は、調査前日に大雨が降り増水した時間もありましたが船明、秋葉、佐久間のダム

ゲートが開くほどの雨ではなかったようです。

　植物では小さい花をつけたオオフタバムグラや青い花をつけたツユクサ、ピンク色の花をつけ

いました。サボテンは誤って踏んでしまう可能性があり危険だと思いました。

たアレチヌスビトハギが咲いていました。なお、アレチヌスビトハギは環境省、農林水産省

「生態系被害防止外来種リスト」にて「その他の総合対策外来種」に指定されているようです。

ゴミ関連ではしょい籠のような物やビニール系のゴミに加え観葉植物のサボテンが捨てられて

天 竜 川

現地確認のうえ、適切に対応

いたします。



右岸 （34.0 km）付近

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　　６年　９月　１５日　　　１９時　００分頃

天 竜 川

　今回で6回目のこのイベントでは月が生憎見られない年もあったようですが、今年は時より

厚い雲に隠れながらも丸い月を見ることができました。

　アコースティックライブの中では「天竜ブルース」という歌も披露され歌詞の中には

　天竜川　34.0km　月でのイベントを見学しました。

　当日は月艇庫前にて月でお月見ミニライブという月を見ながらアコースティックライブを

楽しめるイベントが開催されました。

「逢えてうれしい　鹿島橋」という歌詞があり、天竜川25㎞地点にある鹿島橋も歌に登場

していました。秋の夜、天竜川をバックに素敵なライブとなりました。


